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コスモス会館

（社）日本天文学会

17 時まで

第二休憩室

19 時まで

第一休憩室

購買 17:30 まで

グッズ販売 16 時まで

おむつ交換台のみ

ベビーキープのみ

ベビーキープ
おむつ交換台等

雨天中止の企画 AED 自動販売機

■道 路

■建 物

19 時まで通行可

19 時まで立入可 非公開

16 時または 17 時まで立入可

非公開の建物への立入はご遠慮ください

明日をお楽しみに！

立入禁止

16 時または 17 時まで通行可

車椅子用

トイレ
授乳室 トイレの

乳児用設備トイレ

喫煙所 公衆電話野外
ベンチ

構内では、自転車を押して歩いてください

構内は、喫煙所（1 カ所のみ）をのぞき禁煙です

ペットを連れてのご入場は、ご遠慮ください（盲導犬、介護犬等のご入場は可能です）

お帰りの際は、正門をご利用ください（正門以外の門はご利用できません）

災害時避難場所

●

受付
●

インフォメーション
コーナー

ブログやツイッターで、見どころを紹介しています

三鷹・星と宇宙の日特設ページ（スマートフォン向け）

　http://www.nao.ac.jp/open-day/2012/
モバイルページ
　http://www.nao.ac.jp/i/open-day/2012/index.html
twitter 　@naoj_mtk

自転車は、押して

歩いてください

自転車は、押して

歩いてください

W9

アンデスから見上げる暗黒の宇宙

ついに観測が始まったアンデスの巨大電波望遠鏡群・アルマを紹介しています。

14:00〜17:00 チリ観測所｜展示、映像上映

ALMA 棟 W2

星の距離をはかろう

赤外線位置天文観測衛星 JASMINE（ジャスミン）の紹介、衛星のモデル、赤青メガネによる立体星空、銀河の
星の軌道などを展示しています。

14:00〜19:00 JASMINE 検討室｜展示

中央棟 ロビー C3

「ひので」写真展

太陽観測衛星「ひので」のベスト画像を皆様の投票で決めます。

14:00〜19:00 太陽天体プラズマ研究部｜展示、映像上映、紙芝居

中央棟 ロビー C3

昼間でも 50センチ望遠鏡で星が観察できるよ！
（観望天体：1等星、金星、月などその時見える天体）

※17時以降の観望には、整理券が必要（16時より50センチ公開望遠鏡前で配布）
※曇天の場合は、望遠鏡の見学のみ

※17時以降の観望には、整理券が必要
（16時より50センチ公開望遠鏡前で配布）

研究者に質問しよう
国立天文台の研究者に直接質問できるコーナーです。15:00〜19:00

中央棟 ロビー C3

地球と宇宙の果て・ハテ・はてな？

東京大学天文学教育研究センターが進める研究を紹介しています。同センターがチリのアタカマ砂漠に建設した
世界最高標高の天文台TAOや、同じくアタカマにあるサブミリ波望遠鏡・アステなど、地球の果てで聞く
宇宙の果てからのメッセージをご紹介します。

16:00〜17:00 東京大学天文学教育研究センター｜展示、ミニ講演

東京大学天文学教育研究センター

絵本展「宇宙で いきてる」

宇宙と私たちのつながりを「見る・知る・感じる」絵本展です。絵本を通して天文学への興味を広げる展示を
しています。

14:00〜17:00 三鷹市星と森と絵本の家｜展示

三鷹市星と森と絵本の家
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天文台の歴史的施設を見学しよう
一部施設に説明員がいます。

14:00〜17:00

第一赤道儀室 | 施設公開 | 三鷹キャンパス内で最も古い建物S1

展示室（西棟） | 展示 | 国立天文台で行われている研究を紹介W4

太陽塔望遠鏡
（アインシュタイン塔）

| 施設公開、展示 | 建物内部を公開（塔部分は下から見上げるのみ）S7

切り絵展（第二休憩室）| 展示 | 天文台職員・小栗順子の美しい切り絵を展示して
います（天体現象に関する切り絵、渋川春海、映画
『天地明察』をモチーフにした創作切り絵など）。

S3

日本最大の屈折望遠鏡（口径 65センチ）

1 階 渋川春海と「天地明察」一Ⅲ｜展示
天文台所蔵の貴重書より、渋川春海に関する書物を展示しています。

2 階 100 年前の写真乾板公開｜展示
台内で発見された 100 年前の写真乾板に残された星空を紹介します。

天文台歴史館 | 施設公開、展示 |S6

50 センチ反射望遠鏡で星を見よう グラウンド

14：00〜19：00

太陽知りたいよう

三鷹キャンパスにおける太陽観測の主力望遠鏡を公開しています。
リアルタイムの太陽画像も上映します。フレアもあるかも！？

14:00〜16:00 太陽観測所｜施設公開（太陽フレア望遠鏡）、展示

太陽フレア望遠鏡 W9

雨天中止

雨天中止

天体望遠鏡や双眼鏡を使って宇宙の姿をのぞいてみよう！
協力メーカー、販売店による天体観望会と機材展示です。

【協力企業・団体】株式会社 ビクセン/株式会社 スコープテック/株式会社 高橋製作所/星空案内人(星のソムリエ)/

　　　　　　　　　公益財団法人府中文化振興財団 府中市郷土の森博物館/一般社団法人 日本望遠鏡工業会

星空ひろば グラウンド

14：00〜19：00 雨天中止

N

16時～
立入禁止

16時～
立入禁止

17時～
立入禁止

17時～
立入禁止

17時～
立入禁止

雨天中止

雨天中止

雨天中止

雨天中止

17時まで

17時まで
17時まで

17時まで

16時まで

17時まで

17時まで

17時まで

17時まで

19時まで

19時まで19時まで

17時まで

17時まで

ゴーチェ子午環 | 施設公開、展示 |W6

天文機器資料館 | 施設公開、展示 | 歴史的な観測機器を展示W7

重要文化財・レプソルド子午儀の展示子午儀資料館 | 施設公開、展示 |W5

・・・文化財ラリー 文化財のポストカードを置いています。集めて回ろう！

ポストカード提供：天文学振興財団

17:30〜18:10
星の進化研究の最前線
　　青木和光（国立天文台・総合研究大学院大学　准教授）

国立天文台　ミニ講演会 2

第一休憩室（講義室）

星の進化は長年にわたって研究されてきていますが、多くの
謎が残っており、今も新しいことが次々とわかってきていま
す。講演では星の振動から内部を探る観測や表面活動、そし
て終末期の星の進化など、最新の研究を紹介します。

15:00〜15:40
観測開始！究極の電波望遠鏡「アルマ」 
　　　立松健一（国立天文台・総合研究大学院大学　教授）

国立天文台　ミニ講演会 1

第一休憩室（講義室）

いよいよ、国立天文台などが国際共同で建設した究極の電波
望遠鏡「アルマ」が南米チリで観測を開始しました。講演で
は一部のアンテナで観測された初期科学運用の観測結果を紹
介しつつ、アルマで探る宇宙の謎について説明します。

16:00〜16:40
大質量星の一生
　　　酒井 剛（東京大学　助教）

東京大学天文学教育研究センター　ミニ講演会

東京大学天文学教育研究センター 1階

宇宙には太陽の十倍～数十倍も重い星が数多く存在しています。その
ような重い星（大質量星）がどうやって生まれてくるのか、実はまだ
はっきりとわかっていません。大質量星の誕生について最新の研究成
果をご紹介するとともに、大質量星の一生をご説明いたします。

毎年恒例のスタンプラリーです（16 時まで）。　

今日よりもたくさんの業者・団体にご協力いただいて
います。

明日の開催時間は 10 時～19 時（入場は 18 時まで）
様々な企画が盛りだくさんです。

■国立天文台講演会　13:15～15:30（途中休憩あり）
星形成研究の最前線：星は今でも生まれている

中村文隆（国立天文台・総合研究大学院大学　准教授）

■東京大学天文学教育研究センター講演会　12:00～12:40
銀河系の果てにあるもの

小林尚人（東京大学　准教授）

壮絶な星の最期　－超新星爆発－
田中雅臣（国立天文台　助教）

明日 の見どころ
台内全体の施設が公開されます

晴れていれば観望会もあります

講演会が開催されます

スタンプラリーを行います


